
中濃農林事務所の普及活動状況 令和７年３月３１日現在 

 

■女性農業経営アドバイザー 通常総会を開催 

３月 18 日、ＧＬＡＭＡいきいきネットワーク中濃ブロック総会が

中濃総合庁舎とｗｅｂでのハイブリット形式で開催された。総会議

事は議案どおりに承認された。参加した会員らは今年度の活動を振

り返りつつ、来年度のさらなる活発な活動に向けて意見交換が行わ

れた。 

 農業普及課では、アドバイザーの自主的な組織活動を引き続き支

援していく。 

（地域支援係） 

 

■大豆 岐阜県豆類経営改善共励会表彰式 

３月 13 日、ＪＡ会館で岐阜県麦作・豆類経営改善共励会が開催さ

れ、関市の担い手が表彰された。 

関市の担い手は、着実なほ場管理、適期作業の徹底を図ることで、

高収量・高品質な大豆生産を行っていることが評価され、経営体の

部で優秀賞、岐阜県農協中央会会長賞を受賞した。 

近年の大豆栽培では、夏期の高温・干ばつや害虫の多発により、

収量・品質の確保が困難となっているが、農業普及課では引き続き、

気象変動にも適応できる栽培や病害虫防除の徹底に向けて支援を行

っていく。 

（地域支援係） 

 

 

 

■円空さといも生産組合 収量・品質向上を目指して大野市を視察 

３月７日、岐阜県園芸特産振興会さといも部会の視察研修会が開

催され、円空さといも生産組合員 20 名が参加した。 

視察研修会では、福井県大野市の選果場などを訪れ、選果場運営

の仕組みや種いも保管の様子の見学、高付加価値を目指した冷凍さ

といもの取り組みなどの説明を聞いた。参加した組合員らは、自ら

の活動を振り返り、円空さといもブランドを守るための今後の活動

に活かすものを吸収しようと、積極的に質問等を行っていた。 

近年、高温等により収量・品質の維持が困難となっているが、農

業普及課では、引き続き収量向上・丸いも率向上に向け、夏季高温

下での栽培試験の実施や、優良種苗の確保に向けたシステムの構築の支援を行っていく。 

（地域支援係） 

 

 

 

 

 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

安心で身近な「ぎふの食」づくり   

【種いも保管の見学】 

【総会の様子】 

【表彰式】 



■さつまいも 苗床調査開始 

 ３月 18 日、関市黒屋のさつまいも育苗ほ場におんどとりを設置し、

苗床調査を開始した。 

 おんどとりは 1 時間間隔で地温と気温を測定し記録するもので、設

置することで種芋の伏せ込みから萌芽、萌芽から苗取りまでの数値の

推移を把握できるようになる。 

今回は、生産者へリアルタイムのデータと昨年度のデータを共有し、

数値を比較しながら栽培できる仕組みとした。 

 農業普及課では、今後も育苗調査を継続し、さつまいもの生産振興

を図っていく。 

 （地域支援係） 

 

 

 

■ゆず 剪定講習会の開催支援 

 ３月７日、かみのほゆず（株）は、上之保行合で冬季の剪定講習会を

開催した。ゆず栽培者や関係者を含めて４名の参加者があり、ゆずの剪

定技術を学んだ。 

 品質の良いゆずが収穫でき、加えて作業性の良い樹形を作っていくた

めに、農業革新専門指導員を講師に招き、骨格となる枝の決め方や込み

合った枝の間引き方法などを習得した。 

 ゆずの栽培者は年配者が多く、講習会への参加が少なくなっているた

め、今後は LINEによる情報提供を考えたいとの要望が出てきた。 

農業普及課はかみのほゆず（株）と連携して LINE による剪定情報の

提供を進めていく。 

（地域支援係）        

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【剪定の様子】 

【設置したおんどとり】 



 

■農地集積 中山間地域を守る将来への協議を開始！ 

３月 24 日、上之保地域の水田を中心とした農村機能を将来に渡っ

て維持・発展させるための協議を、農業普及課が中心となり、地域

の担い手、関市、農地中間管理機構を参集し、関市役所上之保事務

所で開催した。 

これは、この地域が大好きで将来に向け安定的に残し繋いでいき

たい！と考えた地域の担い手親子の声が発端で、地域計画の協議を

機に、当課がコーディネートしながら関係機関で打合せを重ねてき

た。 

本日の協議では、当面はこの地域の担い手を招集し、今後の水田

施策・地域施策の勉強会を重ね統一した認識づくりを図り、秋以降に、今後の当地域が直面する

課題とそれを解決していく方法・向かうべき方向等について地権者等への説明を行いながら、全

体で持続可能な地域システムの構築を目指すこととした。 

地域計画策定の協議では、多くの地区で現状を整理し地図に落とし込むところまでとなってお

り今後の地域ごとの本格的な協議が重要となる。農業普及課においては、関係機関との連携を十

分に図り、中山間地域を中心に地域の農業を将来へ継続させていくための課題解決に向けた支援

を継続していく。 

（地域支援係） 

 

 

中山間地域を守り育てる対策 

【協議風景】 


